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あらまし MIRU2011用の pLATEX2ε クラスファイル，miru2011.clsの使い方を説明します．本クラスファイルは，
アスキー版 pLATEX2ε に基づいて作成しています．
キーワード LATEX2ε，アスキー版 pLATEX2ε

1. は じ め に
MIRU2011 用 の pLATEX2ε ク ラ ス ファイ ル ，

miru2011.cls の使い方を説明します．本クラスフ
ァイルは，アスキー版 pLATEX2ε に基づいて作成
しています．本クラスファイルは，電子情報通信学
会技術研究報告のためのスタイルファイルをもと
にして，MIRU2011 予稿集向けに修正を加えたも
のです．スタイルファイルの詳細の利用法につい
ては，もとのスタイルファイル付属のドキュメント
(http://www.ieice.org/ftp/tex/tech_rep/LaTeX2e/)
をご参照ください．原稿の体裁は電子情報通信学会技術
研究報告に準じます．詳細の執筆要領については，電子
情報通信学会技術研究報告執筆要領 (電子情報通信学会
Webページなど)をご参照ください．

2. 原稿の書き方
使用言語は，日本語または英語です．以下，和文用の

説明です．原稿の１ページ目上部には，一段組みでタイ
トル部を記述して下さい．タイトル部には，タイトル，
発表者氏名，勤務先，Email，あらまし（300字程度），
キーワード（６個程度）を記述してください．
１ページ目の全てをタイトル部にする必要はありませ

ん．本文は，タイトル部に続けてそのまま２段組みでお
書き下さい．

3. ペ ー ジ 数
最大ページ数は，投稿するカテゴリ等によって異なり

ます．詳細は，MIRU2011 Webページを御覧下さい．

4. 著者に関する情報
査読はダブルブラインドで行います．査読付論文の投

稿時には, 論文中に著者を特定できる情報を入れないよ
うに注意して下さい．

• １ページ目の発表者氏名等は空欄にしておいてく

ださい．
• 謝辞は記載しないで下さい．
• 著者自身の既発表論文についても，「我々は」と

いう引用をせず，第三者の立場で引用するようにして下
さい．
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